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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
こ
の
一
年
が
喜
び
の
多
い

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
三
鷹
は
、
武
者
小
路
実
篤
さ
ん
や
山
本

有
三
さ
ん
、
太
宰
治
さ
ん
、
吉
村
昭
さ
ん

な
ど
、
昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
文
学
者
が
暮

ら
し
、
優
れ
た
作
品
を
生
み
出
し
て
き
た

ま
ち
で
す
。
現
在
も
、
市
内
に
は
多
く
の

作
家
さ
ん
が
お
住
ま
い
で
す
。
三
鷹
に
文

学
者
が
集
ま
る
正
確
な
理
由
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
都
会
と
田
舎
の
両
方
の
魅
力
を

良
い
意
味
で
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
は
一
つ

の
理
由
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
太
宰

さ
ん
の
場
合
は「
都
心
と
の
適
度
な
距
離
感

を
大
切
に
し
て
い
た
」と
、
今
号
の
4
・
5

面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
春
対
談
で
安
藤

先
生
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
太
宰
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
75
年
以

上
が
た
ち
ま
す
が
、
今
で
も
多
く
の
フ
ァ

ン
が
太
宰
さ
ん
を
慕
っ
て
三
鷹
を
訪
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
、「
文
学
の
ま
ち
」と
し

て
の
三
鷹
の
魅
力
を
、
よ
り
色
濃
く
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
地
層
の
よ
う
に

積
み
重
な
っ
た「
文
学
の
ま
ち
」の
歴
史
を
、

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
一
年
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。
好
き
な
作
家
さ
ん
が
書
い
た

本
を
落
ち
着
い
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
、

そ
ん
な
年
に
し
た
い
で
す
ね
。

文
学
の
ま
ち
、
三
鷹

　三鷹には、多くの作家が暮らした“文学のまち”としての顔があります。まちは、
人々の生活や目に映る景色の記憶を重層的に織り込みながら、時の流れとともに
変化し続けます。昨年、太宰治が好んで訪れた三鷹こ線人道橋はJR東日本による
解体工事が始まり、市はその一部を保存することを決めました。そして今年、長
年にわたり井の頭で執筆活動を続けた吉村昭の自宅離れにあった書斎を移築し、
文化施設として一般公開します。三鷹市は、文人たちが愛したこのまちの風景と
文化を、市民の皆さんと共に守り、創造的に未来へと受け継いでいきます。

❶太宰治文学サロン

❷太宰治賞の最終選考会が開かれる
　みたか井心亭

❸こ線橋の欄干にもたれる太宰治
　（1948年2月）Ⓒ田村茂

❹解体工事前のこ線橋

❺太宰治展示室 三鷹の此の小さい家

❻太宰治旧邸からみたか井心亭に
　移植されたさるすべり

新春対談  4・5面

　太宰文学研究の第一人者である
安藤宏さんと河村孝市長が語り合
います。

新 春 号

太宰治
Osamu Dazai

●太宰治展示室 三鷹の此の小さい家
　三鷹市美術ギャラリーの一室に太宰の自宅の一部を再現し、貴重
な資料を展示しています（4月12日㈮まで休室中）。
下連雀3-35-1三鷹コラル5階　
午前10時～午後6時（月曜日、年末年始休館）

●太宰治文学サロン
　太宰が通った伊勢元酒店の跡地に、太宰治研究者・山内祥史氏
から市に寄託された蔵書の一部などを開架しています。
下連雀3-16-14グランジャルダン三鷹1階　
午前10時～午後5時30分（月曜日、年末年始休館）

❶
❸

❺

❷
❹

❻
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同給付金コールセンター☎0422-29-9617（平日午前9時〜午後5時）

　年始はごみの量が増えるため、収集時間が大幅
に変わることがあります。1世帯が1回に出せるご
みの量は、市の指定収集袋で120ℓ分、そのほか
のごみは45ℓ相当の袋で3袋までです。

◆粗大ごみ・多量ごみの申し込み
粗大ごみ受付センター☎03-5715-1212（月～土

曜日午前8時～午後7時。受付は4日㈭から）・
https://www2.sodai-web.jp/mitaka/（24時間）へ

市指定収集袋で出してください プラス
  チック類・

有害ごみ
ペット
ボトル

空きびん・
空き缶

  古紙（新聞・
 

古着類
燃やせる

ごみ
燃やせない

ごみ
下連雀1～4丁目 4 日㈭ 	 10 日㈬ 9 日㈫ 12 日㈮ 5 日㈮ 5 日㈮
下連雀5～9丁目、新川6丁目 4 日㈭ 	 10 日㈬ 5 日㈮ 9 日㈫ 16 日㈫ 9 日㈫
牟礼全域 4 日㈭ 	 10 日㈬ 	 10 日㈬ 5 日㈮ 12 日㈮ 9 日㈫
井の頭全域 5 日㈮ 	 17 日㈬ 	 10 日㈬ 15 日㈪ 8日（月・祝） 4 日㈭
中原全域、新川1・4・5丁目 5 日㈮ 	 17 日㈬ 4 日㈭ 8日（月・祝） 15 日㈪ 8日（月・祝）
北野全域、新川2・3丁目 5 日㈮ 	 17 日㈬ 4 日㈭ 10 日㈬ 	 17 日㈬ 8日（月・祝）
上連雀1～5丁目 4 日㈭ 	 10 日㈬ 9 日㈫ 17 日㈬ 10 日㈬ 5 日㈮
上連雀6～ 9丁目、野崎1丁目 4 日㈭ 	 10 日㈬ 5 日㈮ 16 日㈫ 9 日㈫ 10 日㈬

井口全域、深大寺全域
野崎2・3丁目、大沢3丁目 5 日㈮ 	 17 日㈬ 8日（月・祝） 4 日㈭ 11 日㈭ 4 日㈭

野崎4丁目、大沢1・2・4～6丁目 5 日㈮ 	 17 日㈬ 8日（月・祝） 11 日㈭ 4 日㈭ 10 日㈬

ごみの種類

地区
段ボール・雑紙）・

ごみ対策課☎ 0422-29-9613年始のごみ収集開始日

　コンビニ交付による証明書の交付サービ
スも1月4日から再開します。なお、戸籍の
届け出（出生、死亡、婚姻など）は、市役所
休日・夜間窓口で毎日受け付けます。

下記の施設は5日㈮から開始します
　井口・連雀コミュニティセンター、大沢
の里古民家・水車経営農家、大沢ふるさと
センター、出山横穴墓群8号墓、芸術文化セ
ンター、桜井浜江記念市民ギャラリー、太
宰治文学サロン、星と森と絵本の家、三鷹
市公会堂、三鷹市美術ギャラリー、みたか
井心亭、山本有三記念館
※SUBARU総合スポーツセンタープールは 

6日㈯から（休場を延長する場合がありま
す）。プール以外は4日から。

市役所市役所とと市の施設市の施設はは
1月4日㈭から1月4日㈭から

サービスを開始しますサービスを開始します

※一部地区の「燃やせないごみ」「ペットボトル」「空きびん・空き缶」は、1月の収集日がほかの月と異なります。

価格高騰重点支援給付金 価格高騰重点支援給付金 （7万円追加給付分）（7万円追加給付分）

防災に関する計画案への意見を
募集します

①防災課☎0422-24-9102、②ごみ対策課☎0422-29-9613
①『三鷹市地域防災計画〈震災編〉（改定素案）』
　『東京都地域防災計画震災編（令和5年修正）』などとの
整合を図り、市が新たに取り組む施策を反映させます。
②『三鷹市災害廃棄物処理計画（仮称）（素案）』
　大規模地震や集中豪雨などによって発生する災害廃棄
物の迅速かつ適正な処理を目的に策定します。

※計画の全文は、市ホームページまたは同課（①元気創造プラザ5階、②
第二庁舎2階）、相談・情報課（市役所2階）、市政窓口、市民協働センター、
コミュニティセンター、市立図書館で閲覧できます。

ご意見をお寄せください 　

　1月4日㈭～25日㈭（必着）に住所・氏名・電話番号（団体の場合は、所
在地・団体名・代表者の氏名・電話番号）・意見を直接または郵送、ファ
クス、電子メールで①「〒181-0004新川6-37-1防災課」・ 0422-45-
1190・ bousai@city.mitaka.lg.jp、②「〒181-8555ごみ対策課」・
0422-47-5196・ gomi@city.mitaka.lg.jpへ

電力 ガス 食料品 等

防災課☎0422-24-9102
　消防団が日ごろの訓練の成果
を披露します（荒天や校庭の状況
が不良の場合は一般観覧中止）。

1月7日㈰午前10時～正午
一中校庭
当日会場へ

　消防団と三鷹消防署の消防ポンプ自動車が、午前8時20分ごろ
に元気創造プラザを出発し、市内を東西に分かれて一中までパ
レードします。

消防団員募集中！詳しくは同課へお問い合わせください。

主なプログラム

市内パレード

スポーツ推進課☎0422-29-9863
企画経営課☎0422-29-9031

　1月中旬から、「タッタカポイント」500ポイントごとに「みたか
地域ポイント」100ポイントと交換できるようになります。ポイン
トの交換には、双方のアプリのダウンロードとユーザー登録、連
携が必要です。
※交換対象となるポイントや開始日については、市ホームページ

やアプリなどでお知らせします。

「タッタカくん！ウオーク＆ラン」
アプリのポイントを「みたか地域
ポイント」に交換できます

アプリの詳細やダウンロード方法など、詳しくはこちらから

みたか地域ポイントタッタカくん！ウオーク＆ラン

①住民税非課税世帯
　　基準日（令和5年12月1日）に三鷹市

で住民登録があり、世帯全員の5年度
住民税均等割が非課税の世帯

◦5年度に重点支援給付金（3万円）を
受給した世帯

　⇒手続きは不要。1月中旬に「支給の
　　お知らせ」を送付します。
◦転入者などの世帯
　⇒1月下旬に確認書を送付します（同
	 封の返信用封筒で返送）。

②家計急変世帯　
　　5年1月以降の家計が急変し、世

帯員それぞれの5年1～12月の任意
の1カ月の収入または所得を12倍し
て合計した金額が住民税非課税相当
になる世帯

　⇒申請書（市ホームページで入手）の
提出が必要です。

※世帯の全員が、住民税を課税されて
いるほかの親族などの扶養を受けて
いる場合は対象外です。

◆給付額　1世帯当たり7万円（1回限り。①②の重複受給は不可）
◆申請期間　1月22日㈪〜4月30日㈫（消印有効）
◆給付開始時期　1月下旬以降、不備のない申請書の受理からおおむね30日後　

◦消防ポンプ自動車などによる分列行進、消防操法演技、一斉放
水演技

◦消防ポンプ自動車との写真撮影、三輪ポンプ自動車の展示など

新春恒例！三鷹市消防団出初式

対 象 世 帯
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主催者  日時・期間  対象・定員  場所・会場  講師  費用（記載のないものは無料）  持ち物  申込方法  問い合わせ  保育あり  手話（要約筆記）あり

2月4日発行号
原稿締切日 1月11日（木）

2月18日発行号
原稿締切日 1月23日（火）

いずれも午後5時まで

催し………主催者が市民・市内の団体／市内で開催／参加費（材料代・教材費など）が１回3,000円以内
会員募集…主な会員が市民／市内で活動／入会金・会費（月額）の合計が5,000円以内／新規または前回

の掲載から6カ月経過した団体を優先（不定期掲載）
伝言板……市内の医療・教育機関、公共機関などの催しやお知らせ
上記以外は紙面に余裕があれば掲載します。政治・宗教・営利目的のものは掲載不可。
※市外局番「0422」は省略。　※タイトル後に★のあるものは生涯学習課の講師派遣事業。

https://www.city.mitaka.lg.jp/または 76-2490へ　 広報メディア課☎29-9037

※掲載依頼をされた方に編集業務委託事業者（㈱文化工房）が内容確認の電話（またはファクス）をさせていただきます。

催し
NPO法人子ども生活・ゆめこうばの催し

①子ども用品の無料リユース交換会、子
どもたち集まれ！ゲームでポイントを稼いで
駄菓子をゲットしよう＝平日午前10時～午
後4時（飲み物の無料提供あり）、②ランチを
囲んで親子でバイリンガルのお姉さんと英
会話を楽しみましょう＝毎月第1月曜日正午
～午後1時、③午後のひとときを手作りお菓
子と飲み物で親子でまったりと過ごしましょ
う＝毎月第3金曜日午後2時～3時 ②③親
子各5組 フリースペースつぎあてポッケ

（大沢1-16-26） ②1組500円、③1組200
円 ①当日会場へ、②開催日の3日前ま
で、③開催日の2日前までに同法人（相川）☎
34-0040（先着制）

元気ひろば おれんじの催し
①大人のための健康ダンス＝1月5日㈮午

後1時30分～2時30分、②己書翠月道場＝
9日㈫午後1時～2時30分、③みんなで楽し
くキッズダンス！＝15日㈪午後3時30分～
4時20分 同会（中原3-1-65） ①③1,000
円、②2,200円 同会☎76-5940・
genkiorange@azuma-group.co.jp

からだもあたまも気持ちもスッキリ日曜日！
駅前ラジオ体操＆軽いウオーキングとごみ
拾い＆朝カフェ！

つながりのはじめまして 毎週日曜日
午前6時25分から（雨天中止） 三鷹駅南
口緑の小ひろば（ジブリ美術館行きバス停
東側） 当日会場へ 同会☎080-3356-
5617・ https://www.enchante-mitaka.
tokyo/

手作りでパンを作りませんか？
手ごねパンの会 ①湯だねレーズンパ

ン＝1月10日㈬、②黒糖タバチエール＝25
日㈭、いずれも午後0時40分～3時30分
生涯学習センター 各回2,500円 同
会☎090-7816-7741・ tegone.pain@
gmail.com

気楽に手作りの会（粘土アート・つる＆籐・
押し花）

1月11日㈭午後1時～3時30分 三鷹駅
前コミュニティセンター 初回1,200円

土生（はぶ）☎090-4821-9511

百人一首の鑑賞（69番歌から3首）
三葉会 1月11日㈭午後1時30分～3時

30分 三鷹駅前コミュニティセンター
坂山☎090-9206-2717

2024年新春小品展
ぎゃらりー由芽 1月13日㈯～28日㈰正

午～午後7時（28日は4時まで） 同画廊
期間中会場へ 同画廊☎47-5241（木曜日
休み）

東京三鷹の森 笑顔ラフター
インターナショナル笑いヨガ・ラフター

ヨガ 1月14・21日の日曜日午前10時～
午後0時50分 三鷹駅前コミュニティセン
ター 500円（1回） ハラ☎090-39 
02-9691・モリ 44-7772（初回のみ申
込）

ザックバランに話そう会（お一人暮らしの方
大歓迎）

21世紀はあなたが主役 1月17日㈬午後
1時～4時30分 女性交流室（下連雀3-30-
12中央通りタウンプラザ） 500円（茶菓代
を含む） モリ☎090-8625-2063・
47-5033

外国人ママ・国際結婚ママのためのおしゃ
べり交流会　

Mama Tomo Cafe（ピナット―外国人
支援ともだちネット） 1月18日㈭午前10
時～11時30分 ①外国籍・国際結婚の母
親、②交流会をサポートするボランティア

（女性） 生涯学習センター ①当日会
場へ、②同会 pinattomitaka@gmail.
com

大切な方へ心癒やされるお花をプレゼント
しませんか！（フラワーアレンジ、バレンタ
イン）

フラワー・プランティエ 1月19・26日
の金曜日午後1時～3時 三鷹駅前コミュニ
ティセンター 3,000円（1回） 各開催
日の2日前までに大西☎080-6871-1014

手芸作家さんの材料市
材料市実行委員会 1月21日㈰午前10

時～午後4時 みたかスペースあい（下連
雀3-28-20） 当日会場へ 吉野☎090-
7210-6099

子育てコンビニひろば
NPO法人子育てコンビニ 1月24日㈬

午前10時～正午 元気ひろば おれんじ（中
原3-1-65） 同法人 info2@kosodate.
or.jp 同法人☎41-7021

メルカリ、ヤフオクの使い方講座
グットセンス 1月27日㈯午前10時～

11時30分 市民協働センター 500円  
申し込みフォーム https://14hara.net/
freemaket1/ 石原☎080-5472-6899

第100回三鷹雑学大学講義 古代史論争史早
捲り⑦日韓どちらが本家論争続編―いわゆ
る分国論を中心に

三鷹雑学大学 1月28日㈰午前10時～
正午 消費者活動センター 当日会場へ

近藤☎090-8492-3066

ハーモニカ初心者講習会
ハーモニカサークルTOGETHER ①説

明会＝1月28日、②講習会（全4回）＝2月11・
25日、3月10・24日、いずれも日曜日午後
1時30分～3時 ①芸術文化センター、②
三鷹駅前コミュニティセンター 500円（資
料代） 大沢☎090-5545-4580

「はじめよう哲学対話」―自由に考え問うこ
との楽しさを味わおう★

哲学するかい 1月28日㈰午後2時～4 

時30分 30人 生涯学習センター NPO 
法人こども哲学おとな哲学アーダコーダ
理事の幡野雄一さん 川瀬☎090-72 
13-0134・ surutetu3@gmail.com（先着
制）

2024パドルテニスみたか交流大会
三鷹市パドルテニス協会 2月3日㈯正

午～午後6時 在学・在勤を含む小学生
以上の市民および同協会会員 SUBARU
総合スポーツセンター 1,000円（ジュニ
ア500円） 室内履き 1月20日㈯までに
申込書（同協会ホームページ https://
mitakapt.wixsite.com/toppage/ で 入手 ）
を同協会（鈴木） 42-1203・ mitaka 
pt@gmail.com 同協会（鈴木）☎42-1203

杏林大学特任教授宮野收さんによる講演「大
規模災害に備えよう」

三鷹まなむすび 2月3日㈯午後2時～4
時 小学4年生以上の方40人 三鷹市公
会堂さんさん館 山野☎42-6558・
mitaka.manamusubi@gmail.comへ空メー
ルを送信（先着制）

杏林大学准教授榎本雪絵さんによる健幸ス
トレッチ教室

体笑会 2月10日㈯午後1時15分～3時
30分 60歳以上の方20人 杏林大学井
の頭キャンパス（下連雀5-4-1） 500円

1月21日㈰までに同会 taishohkai@
yahoo.co.jp（先着制）

伝言板
肝臓病教室「ウイルス性肝炎について知っ
ておきたい基本のこと」

武蔵野赤十字病院肝疾患相談センター
1月30日㈫午後2時30分～4時 会場

30人 同病院またはオンライン会議アプリ
「Zoom」 同センター☎32-3135（平日
午前9時30分～午後4時）・ https://kan-
kyoten-musashino.jp/（先着制）

三鷹ネットワーク大学
──  講 座 案 内  ──

■	激変するアジアのビジネス環境下での
	 イノベーション創出（全9回）
  【オンライン講座】

①第2回「アジアの産業構造の大転換―鮮
明になる脱中国と不透明なポスト中国」＝2
月1日、②第3回「ベトナム人材活用による日
本企業の循環型事業戦略」＝8日、③第4回

「激変するアジアのビジネス環境下でのイノ
ベーションを創出する『オープンリソース活
用型モデル』」＝15日、いずれも木曜日午後
6時30分～8時　 各50人　 ①亜細亜大
学教授の後藤康浩さん、②次世代創造協同
組合代表理事の香山俊巳さん、③教育出版
㈱代表取締役社長の伊東千尋さん

三鷹ネットワーク大学ホームページへ
（先着制)

■	サイエンスフロントMITAKA
	 ―最先端科学を楽しむ 【オンライン同時開催】
	「アポトーシスというプログラムされた細胞死は 
	 なぜおきるか」

2月3日㈯午後2時～3時30分　
①同大学＝40人、②オンライン＝90人

東京大学大学院教授の三浦正幸さん　 500円
②三鷹ネットワーク大学ホームページへ(先着制)

■	冬季集中講座「日本経済の『失われた30年』と
	 再生の処方箋を考える―我々はなぜここに至り、
	 今後どうすべきなのか【オンライン講座】

2月17日㈯午前10時～午後0時50分、24日㈯午前10時
～11時30分(全2回。通し受講のみ)　 24人

東京大学名誉教授の荒巻健二さん　 3,500円
三鷹ネットワーク大学ホームページへ（先着制)

〒181-0013 下連雀3-24-3三鷹駅前協同ビル3階
☎0422-40-0313・ 0422-40-0314・

info@mitaka-univ.jp・ 
https://www.mitaka-univ.org/

開館時間：火〜日曜日午前9時30分〜午後9時30分（入館は9時まで／日曜日は5時閉館）
休館日：月曜日、祝日

◆「おうち時間」を充実させる動画を配信しています　毎月3本の講座を https: 
//10mtv.jp/mitaka-univ/で無料配信しています。講座は毎月月初に入れ替え、月末ま
での期間限定で公開します。

特に記載のないものは1月4日㈭午前9時
30分から申込書を直接または郵送、ファク
ス、インターネットで同大学へ（先着制。締
め切りは講座前営業日の閉館時間）

いずれも同大学　
※受講には登録が必要です。講座の詳

細や受講者登録など、詳しくは同大学
ホームページをご覧ください。　総勢470人を超える

市民ボランティアのメ
ンバーが参加し、まち
の声を集め、市政に
反映させようと活動
してきたマチコエ。
解散式では、市に提
出した政策提案がどのように『三鷹市基本構想』
や『第5次三鷹市基本計画』へ反映されるのか市
からの報告を受け、これまでの活動を振り返り
ました。

参加と協働推進室☎0422-70-4033

閉会あいさつを行う
伊藤会長

Vol.13
連載最終回

12月16日に解散式を行いました

※政策提案の内容はマチコエ
ホームページでご覧いただけ
ます。

◆マチコエの活動終了に伴い、1月から参加と
協働拠点施設「Machikoe（マチコエ）」の開館
日が変わります
平日午前9時～午後5時（土・日曜日、祝日
休館）
下連雀3-33-3 アールヴェール三鷹中央通り
2階
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友
人
た
ち
と
競
い
合
っ
て

太
宰
作
品
を
読
ん
だ
学
生
時
代

河
村
　
太
宰
の
作
品
を
読
む
と
、
最
初
は
私
小
説
で

あ
る
と
感
じ
ま
す
。
で
も
、
自
分
の
こ
と
、
故
郷

の
こ
と
、
家
の
こ
と
な
ど
、
本
当
の
こ
と
を
書
い

て
い
る
よ
う
で
、
本
当
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
面
白
い
で
す
ね
。
2
番
底
、
3
番
底
が
あ

る
と
い
う
の
か
な
。

安
藤
　
太
宰
の
作
品
は
、
本
音
で
あ
る
保
証
は
な
い

け
れ
ど
、
何
の
た
め
に
こ
の
小
説
を
書
い
て
い
る

か
を
読
者
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
今
は「
こ
の
情

報
は
誰
が
何
の
た
め
に
発
信
し
て
い
る
の
か
」と

い
う「
情
報
に
関
す
る
情
報
」が
と
て
も
不
足
し
て

い
る
時
代
で
す
。本
音
を
聞
け
な
い
時
代
だ
か
ら
、

自
分
だ
け
に
語
り
掛
け
て
く
れ
る
よ
う
に
感
じ
る

太
宰
の
作
品
に
参
っ
ち
ゃ
う
読
者
が
多
い
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
非
常
に
時
代
を
先
取
り
し

て
い
た
。
太
宰
の
文
体
は
、
ネ
ッ
ト
時
代
の
孤
独

の
体
現
者
と
し
て
、「
ブ
ロ
グ
」の
文
体
に
似
て
い

る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

河
村
　
太
宰
は
、
と
て
も
鋭
い
こ
と
を
バ
サ
ッ
と
言

う
の
が
魅
力
。
で
も
、
す
ぐ
そ
れ
に
ツ
ッ
コ
ミ
を

入
れ
て
、
次
の
話
に
つ
な
い
で
い
く
。
そ
れ
が
本

当
に
う
ま
い
作
家
で
す
。

安
藤
　
以
前
か
ら
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
河
村

市
長
は
か
な
り
太
宰
作
品
を
読
み
込
ん
で
い
ま
す

ね
。
ど
ん
な
出
会
い
だ
っ
た
の
で
す
か
。

河
村
　
そ
ん
な
立
派
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

生
の
頃
、
同
級
生
や
先
輩
は
み
ん
な
太
宰
が
好
き

で
、「
こ
の
作
品
を
ど
う
思
う
？
」と
聞
か
れ
る
わ

け
で
す
。
読
ん
で
い
な
い
と
き
は
話
を
は
ぐ
ら
か

し
て
、一
晩
で
一
気
に
読
む
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、

そ
ん
な
読
み
方
を
し
て
い
ま
し
た
。

安
藤
　「
あ
い
つ
が
読
ん
で
い
る
の
に
、
俺
が
読
ん

で
い
な
い
の
は
け
し
か
ら
ん
！
」と
ム
キ
に
な
っ

て
ね（
笑
）。
そ
う
い
う
時
代
で
し
た
ね
。
若
い
頃

に
そ
う
い
う
経
験
を
さ
れ
た
方
が
三
鷹
市
長
で
あ

る
こ
と
は
本
当
に
心
強
い
で
す
。

都
心
と
絶
妙
な
距
離
の
三
鷹
で

豊
か
な
作
品
世
界
を
築
く

安
藤
　
河
村
市
長
は
市
の
職
員
だ
っ
た
頃
、
太
宰
治

賞
の
復
活
に
も
尽
力
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

河
村
　
安
田
市
長
の
時
代
に「
三
鷹
は
文
学
の
ま
ち

だ
か
ら
、
太
宰
治
賞
を
復
活
し
よ
う
」と
言
わ
れ
、

取
り
組
み
始
め
た
ん
で
す
。
た
だ
、
文
学
と
行
政

は
対
極
に
近
い
存
在
で
す
。
文
学
関
係
者
に「
行

政
と
文
学
は
関
係
な
い
！
」と
反
発
さ
れ
て
も
仕

方
が
な
い
こ
と
は
強
く
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

安
藤
　
僕
も
文
学
畑
で
育
っ
て
い
た
か
ら
、
昔
は
文

学
と
行
政
は
対
極
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
三
鷹
市
の
太
宰
治
の
ま
ち
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
し
て
、考
え
が
変
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

関
わ
り
始
め
て
15
年
が
た
ち
ま
す
が
、「
文
学
は

ま
ち
が
創
っ
て
い
く
も
の
」で
あ
る
こ
と
を
深
く

学
び
ま
し
た
。

河
村
　
ど
ん
な
学
び
が
大
き
か
っ
た
で
す
か
。

安
藤
　
太
宰
の
本
質
的
な
と
こ
ろ
に
、
三
鷹
が
か
な

り
関
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。「
中
央
に
対
し
て
自

分
は
隔
た
っ
た
人
間
で
あ
る
」と
い
う
の
が
、
太

宰
の
自
分
づ
く
り
で
す
。
東
京
の
郊
外
で
あ
る

三
鷹
に
住
む
と
い
う
位
置
取
り
が
絶
妙
だ
っ
た
。

『
東
京
八
景
』と
い
う
作
品
で
も
、
都
心
と
自
分
の

関
わ
り
を
う
ま
く
書
け
な
い
二
流
文
士
に
自
分
を

投
影
し
て
、「
都
心
じ
ゃ
な
い
、
郊
外
だ
。
こ
こ

で
新
し
い
文
化
を
、
さ
さ
や
か
だ
け
ど
創
っ
て
い

く
ん
だ
」と
い
う
決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

河
村
　
太
宰
が
暮
ら
し
て
い
た
時
代
の
三
鷹
は
、
村

か
ら
町
に
な
り
、
太
宰
が
亡
く
な
っ
た
2
年
後
に

市
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
農
村
地
帯
に
近
か
っ

た
。
先
日
、
太
宰
の
生
家
で
あ
る「
斜
陽
館
」（
青

森
県
五
所
川
原
市
）を
訪
れ
た
の
で
す
が
、
周
り

は
地
平
線
ま
で
田
ん
ぼ
で
し
た
。
太
宰
が
三
鷹
を

選
ん
だ
意
味
を
感
じ
ま
し
た
。
当
時
の
三
鷹
は
、

田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
し
な
が
ら
、
向
こ
う
側
に

都
心
が
あ
る
場
所
だ
っ
た
ん
で
す
。

安
藤
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
太
宰
は
三
鷹
が
郊
外
で

あ
る
こ
と
を
う
ん
と
強
調
し
た
。
戦
時
中
で
す
か

ら
、「
戦
時
下
の
体
制
」と「
自
分
」の
距
離
を
、
都

心
と
三
鷹
の
距
離
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
れ

を
上
手
に
使
い
な
が
ら
、
あ
れ
だ
け
豊
か
な
作
品

世
界
を
築
い
て
い
く
。
三
鷹
時
代
は
、
太
宰
が
一

番
、
脂
が
乗
っ
て
い
た
時
期
で
し
た
。

河
村
　
確
か
に
、
戦
時
中
に
あ
れ
だ
け
の
作
品
を

書
い
て
い
る
作
家
っ
て
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
す

よ
ね
。

安
藤
　
で
も
、
戦
争
で
疎
開
し
、
し
ば
ら
く
郷
里

に
戻
っ
て
帰
っ
て
き
た
三
鷹
は
復
員
兵
士
で
一

気
に
人
口
が
増
え
て
い
た
。
ま
さ
に
戦
後
の
混

乱
と
復
興
の
中
心
。
三
鷹
駅
前
の
踏
切
で
、
マ
ン

ト
を
羽
織
っ
て
た
た
ず
む
太
宰
の
写
真
が
残
っ

て
い
ま
す
。
戦
後
の
混
乱
を
生
き
る
無
頼
派
の

旗
手
。
郊
外
の
二
流
文
士
だ
っ
た
は
ず
が
、
時

代
の
最
前
線
の
超
人
気
作
家
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
が
太
宰
に
と
っ
て
の
一
番
の
不
幸
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

河村孝市長　Takashi Kawamura

　1954年、静岡県静岡市生まれ。1977
年、早稲田大学卒業後、三鷹市に就職。
企画部長として、㈱筑摩書房との共催で
太宰治賞の復活に尽力したほか、都立井
の頭恩賜公園への三鷹の森ジブリ美術館
の誘致を実現。2003年から3期12年に
わたり助役・副市長として市政を支え
る。㈱まちづくり三鷹代表取締役会長、（公
財）三鷹市芸術文化振興財団理事長、（公財）
三鷹国際交流協会理事長などを歴任し、
2019年4月に第7代三鷹市長に就任（現
在2期目）。

河村 孝 市長

　太宰治は昭和14（1939）年から三鷹に暮らし、『走れメロス』『斜陽』
『人間失格』など、今も読み継がれる名作の数々を執筆しました。三鷹市
は「太宰が生きたまち・三鷹」を掲げ、太宰治に関する文化事業を行って
います。令和6年の新春対談は、太宰文学研究の第一人者で、太宰治文
学サロンへの「山内祥史文庫」の橋渡しや、「太宰治展示室 三鷹の此の小
さい家」の監修など多くの市の事業に協力してくださっている安藤宏さ
んと河村孝市長が、太宰治を通して高められてきた「文学」と「まち」のつ
ながりや市の文化的価値について語り合いました。
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三
鷹
は
誰
も
が
参
加
し
て

独
特
な
文
化
を
創
れ
る
ま
ち

河
村　
と
こ
ろ
で
安
藤
先
生
は
、
太
宰
以
外
に
も
三

鷹
と
の
ご
縁
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

安
藤　
姉
夫
婦
が
新
婚
時
代
に
下
連
雀
に
住
ん
で
い

て
、
よ
く
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
ほ
ん
の
何
年
か

で
し
た
が
行
き
来
し
て
い
た
の
で
、
三
鷹
市
に
は

親
近
感
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
で
も
、
15
年
ほ
ど
前

に
太
宰
治
の
ま
ち
づ
く
り
で
お
声
掛
け
い
た
だ
い

た
と
き
は
躊
躇
し
ま
し
た
。

河
村　
な
ぜ
で
す
か
？

安
藤　
僕
自
身
は
、
よ
そ
者
で
す
か
ら
。
三
鷹
の
文

化
な
の
だ
か
ら
、
本
来
は
三
鷹
の
方
々
が
内
側
か

ら
創
っ
て
い
く
も
の
で
、
僕
が
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て

い
い
の
か
な
、
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
三
鷹
市
民
19
万
人
も
元
々
は
市
外
か
ら
来
た

方
が
大
半
で
す
。
だ
と
し
た
ら
僕
も
同
じ
じ
ゃ
な

い
か
と
。
三
鷹
は
都
心
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
独
自
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
あ
り
、
独
特
な
文

化
が
創
れ
る
ま
ち
で
す
。「
お
手
伝
い
し
ま
す
か

ら
、
一
緒
に
三
鷹
の
文
化
を
創
り
ま
し
ょ
う
」と

思
わ
せ
て
く
れ
る
ま
ち
な
ん
で
す
よ
ね
。

河
村　
こ
れ
ま
で
太
宰
に
関
す
る
企
画
を
進
め
る
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。
三
鷹
は

太
宰
が
亡
く
な
っ
た
ま
ち
だ
け
ど
、「
太
宰
が
生

き
た
ま
ち
」で
も
あ
っ
て
、
一
番
元
気
で
、
家
庭

を
持
ち
、
安
定
し
て
い
っ
ぱ
い
作
品
を
作
っ
た
ま

ち
。
太
宰
が
一
生
懸
命
生
き
た
こ
と
の
検
証
を
し

な
が
ら
、
三
鷹
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
考
え

る
ん
で
す
。
私
を
含
め
、
市
民
の
多
く
が
外
か
ら

き
た「
よ
そ
者
」な
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
で
も
、『
三

鷹
市
自
治
基
本
条
例
』で
は
住
ん
で
い
る
人
だ
け

で
な
く
、
ま
ち
で
活
動
す
る
人
も
市
民
と
言
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
三
鷹
の
こ
と
を
思
う

人
は
み
ん
な「
市
民
」な
ん
で
す
。

安
藤　
そ
う
い
う
意
味
で
は
僕
も「
市
民
」で
す
ね
。

み
ん
な
が
集
ま
っ
て
く
る
オ
ー
プ
ン
な
ま
ち
。
そ

こ
で
太
宰
の
文
学
そ
の
も
の
と
は
違
う
何
か
を
地

域
で
育
む
。
そ
れ
こ
そ
が
一
つ
の
文
化
だ
と
思
い

ま
す
。

安藤宏さんの主な著書。奥から時計回りに『太宰治論』、『自意
識の昭和文学ー現象としての「私」』『太宰治 弱さを演じるとい
うこと』『近代小説の表現機構』。

30
年
続
く
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

そ
の
火
を
絶
や
さ
ず
に

安
藤　
先
日
、
三
鷹
駅
の
そ
ば
に
あ
る「
桜
井
浜
江

記
念
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」を
訪
れ
ま
し
た
。
と
て

も
感
心
し
た
の
は
、
桜
井
さ
ん
と
親
交
の
あ
っ
た

太
宰
の
名
前
を
あ
え
て
一
言
も
使
っ
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
活
躍
し
て
い
た
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

す
る
姿
勢
を
続
け
て
ほ
し
い
。
と
同
時
に
、
そ
れ

ぞ
れ
が
頑
張
っ
て
い
て
、
実
は
つ
な
が
っ
て
い

る「
三
鷹
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
で
も
言
う
の
か

な
。
そ
れ
が
新
し
い
文
化
を
創
っ
て
い
た
こ
と
に

も
着
目
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

河
村　
昔
と
は
ま
ち
の
風
景
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
、
か
つ
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
想
像
で
き

る
場
所
と
し
て
の
三
鷹
に
な
る
と
面
白
い
で
す
ね
。

安
藤　
僕
の
記
憶
で
は
、
三
鷹
市
が「
太
宰
が
生
き

た
ま
ち
」と
い
う
文
化
を
創
り
始
め
た
の
は
平
成

４（
１
９
９
２
）年
ご
ろ
で
す
。
そ
れ
か
ら
30
年
か

け
て
育
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
火
は
消
さ

な
い
で
ほ
し
い
。
さ
ら
に
、
太
宰
に
関
す
る
長
年

の
取
り
組
み
と
社
会
的
な
信
用
で
、
太
宰
の
資
料

は
三
鷹
に
任
せ
た
い
と
思
わ
せ
る
、
立
派
な
受
け

皿
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
、
太
宰
治
記
念
館
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い（
笑
）。

河
村　
記
念
館
は
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

私
な
り
の
思
い
は
あ
り
ま
す
。
三
鷹
市
に
は「
子

ど
も
の
森
」と
い
う
再
開
発
構
想
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
を
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
そ
こ
に
も
太
宰
が
い
る
。
太
宰

の
作
品
に
は
、
き
れ
い
事
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
森
を
、
単
な
る
遊

び
場
に
せ
ず
に
、
つ
ら
い
思
い
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
に
も
向
き
合
う
森
に
し
た
い
と
考
え
た
と

き
に
、
太
宰
は
す
ご
く
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
先
生
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

安
藤　
も
ち
ろ
ん
で
す
。三
鷹「
市
民
」の
一
人
と
し
て
。

河
村　
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安藤宏さん　Hiroshi Ando

　東京大学大学院人文社会系研究科教
授、文学博士。1958年生まれ。1982年、
東京大学文学部を卒業。1987年、同大
学院博士課程を中退。同文学部助手、上
智大学講師、助教授を経て、1997年、東
京大学大学院人文社会系研究科に着任。
専攻は太宰治を中心とする日本の近代文
学。著書に『「私」をつくる 近代小説の試
み』（岩波新書、2015年）、『日本近代小説
史 新装版』（中公選書、2020年）、『太宰
治論』（東京大学出版会、2021年）などが
ある。

文学博士  安藤 宏さん 

2024年
新春対談



1月24日㈬（必着）までに必要事項（7
面参照）・お使いの機種を「〒181-0004
新川6-35-16三鷹市シルバー人材セン
ター」へ（先着制）

同センター☎48-6721
庭木の剪定（せんてい）講習会

三鷹駅周辺住民協議会
1月14日㈰午前10時15分～午後0時

15分
在学・在勤を含む市民20人
三鷹駅前コミュニティセンター
グリーンアドバイザーの加藤治平さん

1月12日㈮までに直接または電話
で同センター☎71-0025へ（先着制）
井口栄養料理教室 

「ワンプレートでバランスランチ 
バランスよく食べるポイント」

西部地区住民協議会
1月17日㈬午前10時30分～午後1時
12人
井口コミュニティセンター
管理栄養士の森幸代さん
500円
エプロン、三角巾、布巾2枚
1月14日㈰までに参加費を同センター

へ（先着制）
同センター☎32-7141

「はぎれで作るリバーシブルボトル
カバー」作り

1月18日㈭午後1時30分～3時30分
5人
リサイクル市民工房
アトリエパラムの吉野伸子さん
中地の木綿生地で柄違いのもの2種

類（各30cm×40cmより少し大きめのも
の）

1月4日㈭午前10時から同施設☎
34-3196へ（先着制。月・火・金曜日を
除く）
栄養料理教室 

「たのしく食べてフレイル予防」
井の頭地区住民協議会
1月25日㈭午前10時15分～午後0時

30分
市民12人
井の頭コミュニティセンター
管理栄養士の早川宏子さん
500円
三角巾、エプロン、室内履き、布巾、

筆記用具、マスク
1月4日㈭～24日㈬に直接または

電話で同センター☎44-7321へ（先着
制。電話申込は5日㈮から）
市民健康講座 
①しなやかな血管ではつらつ生活！ 
②更年期を心地よく過ごすために

①1月25日㈭午後2時～3時30分、②
2月8日㈭午後1時30分～3時

在勤を含む市民各30人
①大沢コミュニティセンター、②総

合保健センター
①三鷹第一クリニックの宇井義典さ

ん、②山田えいこレディースクリニッ
クの井澤朋子さん

①1月5日㈮から直接または電話で
大沢コミュニティセンター☎32-6986
へ、②1月4日㈭から直接または電話で
健康推進課（元気創造プラザ2階）☎24-
8207へ（いずれも先着制）
①植木相談会、 
②植木剪定（せんてい）講習会

1月27日㈯①午前9時～午後4時、②
1時30分から（雨天時は28日㈰に順延）

農業公園

作業に適した服装
当日会場へ（自家用車での来場不可）
JA東京むさし三鷹緑化センター☎

48-7482
ファブスペースみたか 
ワークショップ「3Dプリンターで 
クッキー型をつくろう」

1月27日㈯午後1時～4時
小学4年生以上の方4人
三鷹産業プラザ
㈱ウッドボックスエンジニアリング

の浅古綾香さん
2,200円（材料代）
申し込みフォーム（右記

QRコード）へ（先着制）
同施設☎48-3520

落語で学ぶ！ 
空き家セミナー＆個別相談会

NPO法人空家・空地管理センター、
三鷹市、調布市、府中市、狛江市

1月28日㈰①落語・セミナー＝午前9
時45分～11時30分、②個別相談会＝午
前10時～午後4時（1組45分）

①80人、②20組
調布市文化会館たづくり（調布市小島

町2-33-1）
①落語家の林家ひろ木さん、同法人

代表理事の上田真一さん
同法人☎0120-336-366へ（先着制）
都市計画課☎29-9704

中国残留邦人等地域生活支援事業 
講演会

市、NPO法人中国帰国者の会
1月28日㈰午前11時30分～午後4時

20分（11時開場）
60人
三鷹駅前コミュニティセンター
劇作家で精神科医の胡桃澤伸さん
当日会場へ（先着制）
同法人☎070-5588-7827

災害ボランティアセンター 
運営スタッフ養成講座

2月1日㈭午後6時～8時
在学・在勤・在活動を含む市民20人
みたかボランティアセンター
1月29日㈪までに申し

込みフォーム（右記QRコー
ド）へ（先着制）

同センター☎76-1271
栄養料理教室 

「たのしく食べてフレイル予防」
新川中原住民協議会
2月15日㈭午前10時～午後1時
市民15人
新川中原コミュニティセンター
管理栄養士の森幸代さん
500円
エプロン、三角巾
1月16日㈫から参加費を同センター

へ（先着制）
同センター☎49-6568

みたか井心亭 茶道体験教室 
「第6回 煎茶（立礼）」

3月3日㈰午後2時～4時
小学3年生以上の茶道未経験者15人
三鷹市茶道連盟の皆さん
500円
白足袋または白い靴下
2月2日㈮（消印有効）までに往復はが

きで参加者全員の必要事項（7面参照）を
「〒181-0013下連雀2-10-48みたか井

前10時～正午、②認知症介護者談話室
＝1月23日㈫午後1時～3時

家族介護者、介護経験者
①11日＝元気ひろばおれんじ（中原

3-1-65）、18日＝高齢者センターけやき
苑（深大寺2-29-13）、24日＝ピアいのか
しら（井の頭2-13-6）、②みたかボラン
ティアセンター

当日会場へ
三鷹市社会福祉協議会☎79-3505

三鷹台駅前広場 
オープニング記念イベント
　チョークアート、子ども屋台など。

同イベント実行委員会、三鷹台駅周
辺のまちづくりを考える会

1月13日㈯午後2時～3時30分
同広場（井の頭1-30）
当日会場へ
同会事務局（㈱まちづくり三鷹）☎40-

9669
おとな絵本ラウンジ　第85回　
トークテーマ「ドラゴン」

1月14日㈰午後2時～3時30分
20人
オンライン会議アプリ「Zoom」
1月13日㈯午後5時までに同ラウン

ジホームページ https://otonaehon.
jimdofree.com/へ（先着制）

星と森と絵本の家☎39-3401
地域ケアネットワークのサロン

①ふれあいサロン・井の頭＝1月16
日㈫午後1時30分～2時30分、②連雀サ
ロン＝16日午後1時30分～3時、③よっ
てらっしゃい・にしみたか＝22日㈪午
後1時30分～2時30分、④しんなかサロ
ン＝25日㈭午後1時30分～3時、⑤ひだ
まりサロン・東部＝2月7日㈬午後1時
30分～3時

各コミュニティセンター（①井の頭、
②連雀、③井口、④新川中原）、⑤牟礼
地区公会堂

①～④当日会場へ、⑤1月10日㈬
から地域福祉課☎29-9235へ
多摩郷土誌フェア

東京都市社会教育課長会文化財部会
1月20日㈯・21日㈰午前10時～午後

5時（21日は3時まで）
女性総合センター アイム（立川市曙

町2-36-2）
期間中会場へ
生涯学習課☎29-9862

連コミスポーツ塾　カローリング
連雀地区住民協議会
1月13日㈯午後1時～4時
市民
連雀コミュニティセンター
当日会場へ
同センター☎45-5100

スマホ・タブレット教室
三鷹市シルバー人材センター

①月1回午後1時～2時30分、②月4
回2時30分～4時（いずれも木曜日）

①4人、②3人
①2,000円（1回分）、②8,000円（4回分）

心亭」へ（1人1通、1通につき2人まで。
申込多数の場合は抽選）

同施設☎46-3922

しごとの相談窓口
　就職や再就職、年金などの個別相談
会。

1月10日㈬午前10時～正午
10人（内職相談は市民）
三鷹産業プラザ
雇用保険受給者は受給資格者証、内

職相談者は本人確認書類
生活経済課☎29-9615へ（先着制）

全年齢対象しごとフェアin三鷹・
武蔵野①就職支援セミナー、 
②就職面接会

ハローワーク三鷹、わくわくサポー
ト三鷹、三鷹市、武蔵野市

1月26日㈮①午前10時～11時45分、
②午後1時～3時40分（0時30分から受付）

①60人
三鷹産業プラザ
②面接希望分の履歴書
1月5日㈮からハローワーク三鷹☎47-

8617へ（①先着制、②当日参加可）
ハローワーク三鷹☎47-8617

生涯現役セミナー 
「シニア期に向けた暮らしと働き方」

東京都、東京労働局、都内ハローワー
ク、（公財）東京しごと財団

2月13日㈫午後1時～3時45分
55歳以上で求職活動中、またはこれ

から求職活動を始める方35人
三鷹産業プラザ

1月9日㈫からセミナー予約専用ダ
イヤル☎03-5422-1399へ（先着制。平
日午前9時～午後5時）
ファミリー・サポート・センター
アドバイザー（2人）
◆職務内容　サポートの調整など
◆資格　保育士、社会福祉士または同
等の知識・経験があり、パソコン操作
のできる方
◆勤務期間　令和6年4月1日～7年3月
31日（再度の任用の場合あり）
◆勤務時間　月～金曜日午前9時～午後
6時15分のうち1日6時間の交代制
◆報酬（月額）　191,500円～219,000
円、交通費支給（上限55,000円）
※社会保険などの適用あり。
※申込方法など、詳しくは市ホームペー
ジでご確認ください。

のびのびひろば☎76-68 
17

*

三鷹市国民健康保険運営協議会の
傍聴

第3回 ＝1月12日 ㈮、 第4回 ＝23日
㈫、いずれも午後6時30分～8時30分

各日10人
市議会協議会室（市役所3階）
当日会場へ（先着制）
保険課☎29-9215

※「市からのお知らせ」は7面からご覧ください。

6広報みたか　No.1754　2024.1.1※はがき・ファクス・電子メールによる申込は7面記入例の内容・特記事項を必ず記載してください。

QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。



24日㈬・26日㈮を除く）
◆乳幼児対象のイベント
①ずっと使える日めくりカレンダー

を作ろう＝6日㈯午前10時30分～11時
30分、②手形スタンプ＝10・11日午前
11時～11時30分、③みんなであそぼ！
＝18・24日午前11時～11時30分、④
Mamaカフェ＝26日午前10時30分～11
時30分、⑤変身スペシャルバースデー＝
30日㈫・31日㈬午前11時～11時30分
①3歳～就学前のお子さんと保護者

10組、②⑤就学前のお子さん、③18日
は2歳のお子さん、24日は1歳のお子さ
ん、④0歳のお子さんと母親10組
◆小学生対象のイベント
①卓球の日＝月・金曜日午後3時30分

～4時30分（12日㈮を除く）、②スポーツ
の日＝木曜日午後4時～4時30分、③オ
リジナルおみくじ作り＝6日午後2時30
分～3時30分、④一輪車教室＝12日午後
3時40分～4時30分（雨天中止）、⑤卓球
大会＝29日㈪午後3時30分～4時30分
③15人、④12人

※申込方法や持ち物など、詳しくは市
ホームページでご確認く
ださい。
同ひろば☎49-5500

西多世代交流センターの催し
◆大人も和太鼓で遊ぼう
1月21日㈰午後1時30分～2時30分
中学生以上の方8人
和太鼓チーム「綾」「えん」の皆さん

◆公開講座「思春期の子ども・若者をど
う支え育てるか」
1月27日㈯午後2時～4時
25人
さつきホスピタル発達・思春期精神

科医の遠藤季哉さん
◆ドッジボール大会
2月18日㈰小学1～3年生＝午前9時

30分から、小学4～6年生＝午後1時から
市内の小学生、1チーム6～8人
二中

※申込方法や持ち物など、詳しくは市
ホームページでご確認く
ださい。
同センター☎31-6039

妊婦さんと助産師の交流会
1月29日㈪午後1時～3時
福祉センター
母子健康手帳、使い方を知りたい方は

抱っこひもなど
三鷹市助産師会ホームページ

http://mitaka-jyosanshi.net/へ
みたかボランティアセンター☎76-12	
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すくすくひろばの催し
①4カ月までの親子のつどい＝2月1

日㈭午前10時15分～11時30分、午後1
時45分～3時、②ウェルカムパパ講座＝
4日㈰午前10時30分～正午
市内在住の初めて受講する①令和5

障がいのある方
市内および近隣市区の協力医療機関
自己負担金2,500円（助成は期間中1

回のみ、医療機関で支払い）
◆接種を受けるには
　三鷹市、武蔵野市、調布市、小金井市
の協力医療機関で接種する場合は健康
保険証などを持参し、接種を受けてく
ださい。それ以外の場合は、必要な手続
きが異なりますので、事前に健康推進
課へお問い合わせください。
同課☎24-8050

三鷹駅周辺・シニアまるごと 
相談サロン
1月11日㈭①個別相談＝午後2時～3

時30分、②むくみ対策講座＝2時15分
〜2時45分
②40人
三鷹駅前コミュニティセンター
当日会場へ（②先着制）
三鷹駅周辺地域包括支援センター☎

76-4500
講演会・お口の測定会 

「いつまでも美味しく食べるために」
1月25日㈭午後1時30分～3時30分
家族介護者の市民50人
福祉Laboどんぐり山（大沢4-8-8）
日本歯科大学教授の菊谷武さん
1月22日㈪までに同施設☎24-7350	

・ 24-7363へ（先着制）
中高年のための簡単健康体操
井の頭地区住民協議会
1月27日、2月3日の土曜日午後1時30

分～3時30分（全2回）
おおむね60歳以上の市民30人
井の頭コミュニティセンター
フィットネスインストラクターの清

水武さん
タオル、室内履き
1月6日㈯から同センター☎44-73	

21・ https://inokashiracc.jp/へ
（先着制）
オーラルフレイル対策！ シニアの
ためのボイストレーニング講座
2月7・21日の水曜日午後1時30分～

3時30分（全2回）
初めて受講する在学・在勤を含む60

歳以上の市民20人
連雀コミュニティセンター
声楽家の井出恵子さん
1月9日㈫～23日㈫に直接または電

話、申し込みフォーム（右
記QRコード）で同センター
☎45-5100へ（先着制）

認知症家族介護者向けの催し
①介護者ひろば＝1月11・18日の木

曜日午後1時30分～3時30分、24日㈬午

年9月以降に生まれたお子さんと母親各
8組、②おおむね8カ月ぐらいまでのお
子さんと父親10組（これから父親にな
る方、第2子以上の方も受講可）
三鷹市助産師会の皆さん

※申込方法や持ち物など、
詳しくは市ホームページ
でご確認ください。
同ひろば☎45-7710

小学生向けスクラッチ 
プログラミング教室（2月）

三鷹市シルバー人材センター
①オンライン教室＝2日以降の水～

土曜日のうち1日午後4時30分～5時30
分（月4回）、②アドバンスコース＝5～
26日の毎週月曜日午後4時15分～5時
45分、6～27日の毎週火曜日午後4時30
分～6時（いずれも全4回）
小学3～6年生の経験者①4人、②各5人
5,000円（教材費を含む）
①パソコン、②USBメモリー
1月23日㈫（必着）までに必要事項（上

記参照）・保護者の氏名・受講曜日・ス
クラッチ経験の程度を「〒181-0004新
川6-35-16三鷹市シルバー人材センター」
へ（申込多数の場合は抽選）
同センター☎48-6721

親子でからだ表現あそび
2月24日㈯午前10時～11時30分
市内の教育支援学級に通う小学生と

保護者10組
子ども発達支援センター
タオル、室内履き、ふた付きの飲み物
1月31日㈬までに元気創造プラザ講

座申込システム https://www.kouza.
mitakagenki-plaza.jp/へ（申込多数の
場合は抽選）
SUBARU総合スポーツセンター☎45-	
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1月下旬に後期高齢者医療制度の
「医療費等通知書」を発送します
　令和5年12月1日現在で被保険者資格
があり、4年9月～5年8月に保険診療で
医療機関などへの受診履歴がある方に、
診療年月や医療機関などの名称、医療
費（10割、自己負担相当額など）をお知
らせします。
保険課☎29-9219

高齢者のインフルエンザ予防接種
費用を一部公費負担します
1月31日㈬まで
接種当日、①満65歳以上の市民、②

60歳〜64歳の市民で、心臓・腎臓・呼
吸器の機能に自己の身辺の日常生活が
極度に制限される程度の障がいや、ヒ
ト免疫不全ウイルスにより免疫の機能
に日常生活がほとんど不可能な程度の

お知らせ
スマホ電子証明書による 
コンビニ交付を開始しました
　マイナンバーカードの機能を搭載した
スマートフォン（Androidのみ）でも住
民票の写しなどのコンビニ交付サービ
スが利用できるようになりました。
◆サービスを利用できるコンビニ
　都内のローソン、ファミリーマート
三鷹市マイナンバーカードセンター

☎40-0311
戸籍窓口（出生・婚姻）の 
事前予約を開始します
　出生届と婚姻届について、来庁時間
の事前予約を開始します。必要書類や
手続きなど、詳しくは市ホームページ
でご確認ください。
1月15日㈪以降の平日午前10時から、

11時から、午後2時から、3時から　
※9日㈫から予約を受け付けます。

市民課☎29-9192、
または申し込みフォーム（右	
記QRコード）へ
1月15日㈪～21日㈰は 

「防災とボランティア週間」
　平成7年1月17日に発生した阪神・淡
路大震災を機に、同日を「防災とボラン
ティアの日」とし、災害への備えの強化
を図る期間が制定されました。
◆東京消防庁災害時支援ボランティア
を募集中
　震度6弱以上の地震や大規模な自然災
害・事故の発生時に、消防署に自主的
に参集し、支援を行います。

三鷹消防署☎47-0119へ
1月26日㈮は文化財防火デー 

「育てよう  歴史を守る  防火の心」
　文化財防火デーは昭和24（1949）年
の法隆寺金堂の火災を教訓として制定
されました。三鷹消防署では、当日を中
心に自衛消防訓練の実施と文化財の火
災予防を推進します。
同署☎47-0119

児童扶養手当を振り込みます
　令和5年11～12月分の同手当を、1月
10日㈬に指定預金口座に振り込みます。
子育て支援課☎29-9675

むらさき子どもひろばの催し 
（1月）
◆乳幼児のあそびひろば
げんきっ子ランド＝月曜日午前9時

～午後0時30分、みんなであそぼ！＝火
～金曜日、13日㈯午前11時～11時30分
（10日㈬・11日㈭・17日㈬・18日㈭・
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※ の表示がない事業でも市の主催事業では、希望により手話通訳者または要約筆記者を派遣します（開催日の1週間前までに事業の担当課へ要申込）。

あて先は
各記事の申込先へ
住所の記載がないものは
〒181-8555
	 三鷹市役所○○課へ
往復はがきの場合は
返信用にも住所・氏名を
記入してください

	
	
１.	行事・事業名（希望日・コー
	 ス・回）
２.	郵便番号・住所
３.	氏名（ふりがな）
４.	年齢（学年）
５.	連絡先（電話番号・ ファク
	 ス番号・メールアドレス）
６.	そのほか必要事項（保育・
	 手話希望の有無など）

申し込み記入例主催者
日時・期間
対象・定員
場所・会場　 講師　
費用（記載のないものは無料）
持ち物
申込方法　 問い合わせ
保育あり
手話または要約筆記あり

　　（下欄※参照）
※市外局番「0422」は省略。



むさしのFM  78.2MHz
「おはよう! 三鷹市です」放送時間／月〜金曜日　10：20〜10：25 
「三鷹くちこみテレフォン」放送時間／木曜日　9：45〜9：55

「みる·みる·三鷹」J：COMチャンネル武蔵野・三鷹（地デジ11チャンネル）
第626号（1月1日〜2月3日）

広報
No.1754│令和6年│2024.1.1

人口と世帯　令和5年12月1日現在　（　）内は前月との増減
住民登録者数：190,071人（123人減 ）	  うち外国人数：4,344人（29人減 ）
男：92,567人（47人減 ）／女：97,504人（76人減 ）　 世帯数：96,814世帯（72世帯減 ）

●市役所電話（代表）
☎0422-45-1151

	 交換手に部署名をお伝えください。
●相談先のご案内は    市民相談専用電話 
　☎0422-44-6600
●あなたのご意見を 　市民の声専用FAX
　 0422-48-2810
●子どもを見守る　安全安心メールの登録
　 maam@req.jp（空メールを送信）
●いつでも無料で 　防災無線の内容確認 
　☎0120-119-921（フリーダイヤル）

潜入取材！「福祉Laboどんぐり山」／河村市長 新年のご挨拶 ほか
放送時間／月〜日曜日　9：00　12：15　20：00　22：15
※同番組は無料動画共有サイト「YouTube」でも配信しています。

主催者   日時・期間   対象・定員   場所・会場   講師   費用（記載のないものは無料）   持ち物   申込方法   問い合わせ   保育あり   手話（要約筆記）あり

　そのほかの関連イベントなど、詳しくは市立図書館ホームページまたは『広
報みたか』1月21日発行号をご覧ください。

　図書館でも大人気の『おめんです』『かくれんぼ』シリーズの作者、いしかわ先生とペー
パーわんこを作ります。おはなし会も同時開催します。

2月10日㈯午後1時～3時
3歳～小学生20人（未就学児は保護者同伴）
三鷹図書館（本館）
鉛筆、消しゴム、はさみ、のり、テープ、

色を塗る道具（クレヨン、マジックなど）
1月9日㈫～17日㈬に申し込みフォーム（右

記QRコード）へ（申込多数の場合は抽選）

新年鏡開き………………………………………………………………………………

　三鷹囃子保存会の皆さんによる獅子舞・
お祝い囃子もお楽しみください。

1月5日㈮午後1時30分から　 当日会場へ

春の七草①スタンプラリー、②ガイドツアー ……………

　同施設の庭で春の七草を探しましょう。
①1月7日㈰～13日㈯午前10時～午後5時、

②1月7日午前11時～正午　 期間中会場へ

新春あすとろカルタ大会 …………………………………………………

　天文学普及プロジェクト「天プラ」の皆さんが開発した「あすとろカ
ルタ」の大会です。

1月8日（月・祝）午後1時30分～3時30分　 当日会場へ

こま名人にこまの回し方を教えてもらおう！………………

1月14日㈰午後1時～3時　 当日会場へ

回廊ギャラリーの展示作品が入れ替わります………………

第10回 回廊ギャラリー展示絵本作品公募受
賞作品原画展　『雪と星座』（作：丸山華澄）

1月17日㈬～3月11日㈪　 期間中会場へ

幼児クラブ 冬の森のたんけん隊
1月18日、2月1・15・29日、3月14日の

木曜日午前10時30分～11時30分（全5回）
2歳6カ月以上のお子さんと保護者15組

（弟妹の同伴可）
1月1日（月・祝）～10日㈬に必要事項（7面参照）・お子さんの生年月

日・弟妹の有無と年齢・過去のたんけん隊参加の有無と回数を同施
設 ehonnoie@city.mitaka.lg.jpへ（申込多数の場合は市民、初参
加の方を優先して抽選）

定例の催し（1月） …………………………………………………………………

むかしあそびの日「おはなしあそび」＝6日㈯午後2時から、絵本の
おはなし「おめでとうってどんなとき？」＝10日午後2時から、街頭
紙芝居＝13日午前10時30分から、11時30分から、ICU留学生のお
はなし会＝13日午後1時30分から、絵本リレー＝17日午後3時30分
から、みこえぷおはなし会＝20日㈯午後2時から

いずれも当日会場へ

同施設☎0422-39-3401同施設☎0422-39-3401

チケットインフォメーション

友の会『マークル』会員募集中！　年会費／2,000円　会員特典／チケットの優先予約・割引（1公演2枚まで）・ポイントサービス、情報誌の送付、チケットの無料送付（口座会員のみ）など。

●窓口販売 10:00〜19:00 （年始は5日㈮から）
月曜日休館（月曜日が休日の場合は開館し、休日を除く翌日・翌々日が休館）
芸術文化センター／三鷹市公会堂さんさん館／三鷹市美術ギャラリー
※学生券、U-23券をお求めの方は、公演当日に身分証明書をお持ちください。
※発売中のチケットについて、販売状況により完売となった場合はご了承ください。

発売初日は電話とインターネット受付のみで、窓口販売はありません。

料金500円、対象は1歳～未就学
児、定員10人（公演の2週間前までに申
し込む）
※特に記載のない場合、公演事業は未

就学児の入場をお断りしています。

財団主催の公演チケットまたはチケット半券で、三鷹駅周辺などの「チケットパートナーショップ」協力店でさまざまなサービスが受けられます（サービス有効期間は公演日から7日間）。

チケット
お求め方法

●電話予約 10:00〜19:00
芸術文化センター
☎0422-47-5122
●インターネット予約（要事前登録）

https://mitaka-art.jp/ticket/ 

同財団☎0422-47-5122
https://mitaka-sportsandculture.or.jp/

トウキョウ・ミタカ・フィルハーモニア　第88回定期演奏会　
チェリスト、堤剛を迎えてー巨匠とともに織りなす音の饗宴
芸術文化センター　風のホール　3月9日㈯午後3時開演
チケット販売中（全席指定）
会員＝S席5,400円・A席4,500円
一般＝S席6,000円・A席5,000円　U-23（23歳以下）＝3,000円
市内の小学生～高校生＝1,500円（電話予約のみ）
[出演]沼尻竜典（音楽監督・指揮）、堤剛（チェロ独奏）、
トウキョウ・ミタカ・フィルハーモニア（管弦楽） 
[曲目]ディーリアス：小管弦楽のための2つの小品より『春初めてのカッコウの声を聴いて』
エルガー：チェロ協奏曲 ホ短調 op.85 （チェロ独奏：堤剛）
ドヴォルザーク：交響曲第8番 ト長調 op.88

東西狂言の会　 　
三鷹市公会堂　光のホール　4月6日㈯午後2時開演
チケット発売日（全席指定）
会員＝1月28日㈰
一般＝1月31日㈬
[番組]「呂蓮」茂山あきら

「連歌盗人」野村万作
「千鳥」野村萬斎
　関東の野村家、関西の茂山家
の共演で、その至芸をお楽しみ
いただく東西狂言の会。春風が
心地よき頃、狂言の醍醐味を心ゆくまでご堪能ください。

堤剛ⓒ鍋島徳恭

野村萬斎野村万作

星と森と絵本の家の催し

絵本作家・いしかわこうじ先生と絵本作家・いしかわこうじ先生と
ペーパーわんこをつくろう！ペーパーわんこをつくろう！ 南部図書館みんなみ南部図書館みんなみ

☎0422-76-5571☎0422-76-5571

おめでとうスタンプラリー
星と森と絵本の家☎0422-39-3401

　同施設や図書館、展示会場など市内8カ所を巡るスタン
プラリーです。スタンプの数に応じてすてきなプレゼン
トがあります。

1月18日～2月4日　 期間中各会場へ

0～3歳向け人形劇 人形劇団プーク「あらどこだ」
　　　  東部図書館☎0422-49-3851

1月27日㈯午後1時～2時　 3歳までのお子さんと保護者25組（お子さん1人につ
き保護者1人）　 三鷹図書館（本館）

1月5日㈮午前9時30分から東部図書館☎0422-49-3851へ（先着制）

関
連
イ
ベ
ン
ト

三鷹図書館（本館）☎0422-43-9151三鷹図書館（本館）☎0422-43-9151
　三鷹市在住の児童文学作家・神沢利子さんが今月100歳を迎えることを記念して、直筆原
稿や挿絵原画などの展示やお子さんが楽しめるコーナーを設けた展覧会を開催します。長年
にわたって子どもたちの心を喜ばせてきた神沢ワールドの魅力と100年の歩みを紹介します。

1月18日㈭～2月4日㈰午前10時～午後6時（月曜日休み。金
曜日は8時まで）　※18日は1時から、2月4日は3時まで。

芸術文化センター　 期間中会場へ

撮影：鵜澤昭彦
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